
（別紙３）

～ 令和6年12月28日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 令和6年12月28日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・室内をもう少し手直しして安全に過ごせる空間を工夫して
いく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・予算をかけずに手作業で修繕できるところはやっていく。

2

3

・メインの常勤３名とも保育士に加え介護福祉士であり
１０年以上の現場経験者であることから療育はもちろんのこ
と、介助等の養護の観点に強い職員がそろっているため急な
体調変化、重度の介護が必要な児童に対して丁寧かつ冷静な
判断対応ができるところは非常に強味である。

・不安の強い子には担当職員を配置し不安が取り除けるまで
丁寧に対応していきます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・施設の室内が、まだまだ幼児向けに改良できておらず目を
離すとケガのリスクにつながるのではないかとヒヤヒヤする
箇所がある。

・室内の整備に十分な予算が確保できていないため先送りし
ている。

令和6年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 スターキッズかみはら２組

○保護者評価実施期間 令和6年12月1日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援/事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

